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拜
啟　

仲
秋
の
候　

ま
す
ま
す
御
淸
祥
の
こ
と
と
拜
察
申
し
上
げ
ま
す
。

本
學
會
第
七
十
四
回
大
會
を
來
た
る
十
一
月
十
一
日
（
土
）
に
關
西
學
院
大
學
に
お
い
て
（
對
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
御
參
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
內
申
し
上
げ
ま
す
。

御
參
會
の
方
は
、
十
一
月
三
日
（
金
）
ま
で
に
學
會
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
込
み
下
さ
い
（
三
頁
參
照
）。

�

敬
具

令
和
五
年
十
月
十
日

�

日
本
衜
敎
學
會　

會
長　
　
　
　

土
屋　

昌
明

�

第
七
十
四
回
大
會
準
備
委
員
長　

水
越　
　

知

日
本
衜
敎
學
會
第
七
十
四
回
大
會
案
內

會
員
各
位
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日 程 表

日 時閒 行事

10 日
（金）

15：00 ～ 17：00
全國理事會（評議員も参加）
於 文學部大會議室

11 日
（土）

9：20 受付開始

9：50 ～ 10：00 開會式

10：00 ～ 12：15 硏究發表

12：15 ～ 13：15 休憩

13：15 ～ 14：55 硏究發表

14：55 ～ 15：00 休憩

15：00 ～ 16：00 講演

16：00 ～ 16：10 閉會式

16：10 ～ 17：40 總會

� ～ 20：00 ラウンジ開放

大
會
參
加
方
法
に
つ
い
て

■大會参加費　無料
■開會式から閉會式までオンライン配信します。
�（總會は配信しません）
� 質問等の發言は対面参加者を優先します。
■大學周辺には飲食店が少なく、會場からコンビニま
でも距離があります。辯当（1000 円）を御注文くだ
さい。
■懇親會は開催しません。
■總會終了後、Ｈ号館ラウンジは、20 時まで御利用い
ただけます。意見交換の場として御活用ください。



-3-

本
大
會
は
對
面
及
び
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

期
閒
內
に
予
め
「
日
本
衜
教
學
會
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（https://w

w
w
.taoistic-research.jp/

）
か
ら
十
一
月
三
日
（
金
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

對
面
參
加
の
方
は
𫟒
書
で
も
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
𫟒
書
に
氏
名
・
辯
当
の
要
否
を
明
記
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。（
送
料
は
各
自
御
負
担
く
だ
さ
い
）

オ
ン
ラ
イ
ン
參
加
の
方
に
は
、
後
日
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
コ
ー
ド
を
記
し
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
送
信
い
た
し
ま
す
。

御
不
明
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

お
問
い
合
わ
せ
：e-m

ail�dokyogakkai74@
gm
ail.com

�

（
大
會
準
備
委
員
會
事
務
局
）

�

大
會
準
備
委
員
會
電
話
：
〇
七
九
八
─
五
四
─
六
七
五
一�

（
關
西
學
院
大
學
水
越
硏
究
室
）

大
會
參
加
方
法
に
つ
い
て
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第
七
十
四
回
大
會
日
程
次
第
（
十
一
月
十
一
日
　
土
曜
日
）

午
前
の
部
（
午
前
九
時
五
十
分
～
十
二
時
十
五
分
）

　

開
會
式�

挨
拶�

關
西
學
院
大
學
副
學
長�

成
田
靜
香

�
�

大
會
準
備
委
員
長�

水
越　

知

�
�

日
本
衜
敎
學
會
會
長�

土
屋
昌
明

　

硏
究
発
表

　
　

會
館
の
中
に
祭
祀
さ
れ
て
い
る
神
々
に
つ
い
て�

�

張　

九
龍�

（
關
西
學
院
大
學
大
學
院
）

�

司
會�

二
階
堂
善
弘�

（
關
西
大
學
）

　
　
『
悟
真
篇
』
の
二
つ
の
序
文
を
め
ぐ
る
若
干
の
疑
問
に
つ
い
て�

�

呂　

梦
雨�

（
國
際
基
督
敎
大
學
大
學
院
）

�

司
會�

松
下
衜
信�

（
皇
學
館
大
學
）

　
　

姬
志
真
の
敎
說
と
そ
の
思
想
史
的
位
置
づ
け

─
「
命
」
說
を
手
掛
か
り
に

�
�

脇
山　

豪�

（
東
京
大
學
大
學
院
）

�

司
會�

山
田　

俊�

（
熊
本
縣
立
大
學
）

　
　

司
馬
彪
『
荘
子
注
』
に
見
ら
れ
る
處
世
の
態
度�

�

海
藤
水
樹�

（
東
京
大
學
大
學
院
）

�

司
會�

橋
本
昭
典�

（
奈
良
敎
育
大
學
）
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休　

憩
（
十
二
時
十
五
分
～
午
後
一
時
十
五
分
）

午
後
の
部
（
午
後
一
時
十
五
分
～
午
後
二
時
五
十
五
分
）

　
　

近
世
に
お
け
る
衜
敎
的
寿
命
論
及
び
延
寿
思
想

─『
三
元
延
寿
參
賛
書
』
の
「
三
元
之
寿
」
を
中
心
に��

�
�

�

劉　

靑�

（
弘
前
大
學
）

�

司
會�

浦
山
き
か�

（
東
北
大
學
）

　
　

中
心
の
構
築
と
回
歸

─
崑
崙
空
閒
の
発
展
と
象
徵
性�

�

高　

莉
芬�

（
國
立
政
治
大
學〔
臺
灣
〕）

�

司
會�

松
浦
史
子�

（
二
松
學
舎
大
學
）

　
　

五
行
思
想
の
相
乗
と
相
侮
に
つ
い
て�

�

名
和
敏
光�

（
山
梨
縣
立
大
學
）

�

司
會�

大
形　

徹�

（
立
命
館
大
學
）

　

休　

憩
（
午
後
二
時
五
十
五
分
～
午
後
三
時
）

第
七
十
四
回
日
本
衜
敎
學
會
記
念
講
演

　
　

東
ア
ジ
ア
の
死
霊
救
済
儀
礼
を
め
ぐ
る
精
神
史

─
朝
鮮
甘
露
図
を
基
軸
に
し
て

�
�

西
山　

克�

（
京
都
敎
育
大
學
名
譽
敎
授
・
關
西
學
院
大
學
元
敎
授
）

�

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー�

二
階
堂
善
弘�

（
關
西
大
學
）

　

閉
會
式
（
午
後
四
時
～
午
後
四
時
十
分
）

　

總　

會
（
午
後
四
時
十
分
～
午
後
五
時
四
十
分
）
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研
究
発
表
要
旨

会
館
の
中
に
祭
祀
さ
れ
て
い
る
神
々
に
つ
い
て

張　

九
龍
（
關
西
學
院
大
學
院
）

私
は
今
ま
で
北
京
の
會
館
組
織
に
つ
い
て
硏
究
し
て
き
た
。
會
館
の
中
で
は
必
ず
神
が
祭
祀
さ
れ
て
お
り
、
年
に
数
回
盛
大
な
祭

祀
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
會
館
で
神
を
祭
祀
す
る
意
義
と
は
何
か
。
こ
の
素
朴
な
疑
問
を
念
頭
に
、
私
は
會
館
に
お
け
る
祭
祀
活

動
に
つ
い
て
硏
究
し
た
い
と
考
え
た
。

會
館
組
織
は
元
々
同
郷
人
の
集
い
場
と
し
て
形
成
さ
れ
た
組
織
で
、
明
代
の
永
楽
十
八
年
（
一
四
二
〇
）
以
降
に
北
京
で
初
め
て
創

ら
れ
た
。
し
か
し
、
同
じ
會
館
組
織
と
は
い
え
、
構
成
員
の
身
分
に
よ
っ
て
は
組
織
の
目
的
や
機
能
も
異
な
る
。
従
っ
て
、
神
を
祭

祀
す
る
面
か
ら
言
え
ば
、
文
化
知
識
人
（
官
僚
を
含
む
）
を
主
体
と
す
る
會
館
で
あ
れ
ば
、
主
に
國
家
に
承
認
さ
れ
て
い
る
神
（
城

隍
神
・
關
羽
等
）
を
祭
祀
す
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
、
商
人
を
主
体
と
す
る
會
館
で
は
、
職
業
と
關
係
し
て
い
る
神
（
金
・
銀
業
は
財

神
、
油
業
は
火
神
等
）
を
祭
祀
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
ま
た
、
文
化
知
識
人
の
會
館
で
は
春
祭
・
秋
祭
と
い
っ
た
季
節
の
節
目

を
重
ん
ず
る
こ
と
に
對
し
て
、
商
人
の
場
合
は
神
誕
日
祭
（
神
の
誕
生
日
と
さ
れ
る
日
）
を
重
ん
じ
て
い
る
の
が
特
徵
で
あ
る
。

今
ま
で
、
會
館
組
織
に
お
け
る
祭
祀
活
動
に
つ
い
て
言
及
す
る
先
行
硏
究
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
上
述
の
様
に
會
館
組
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織
の
構
成
員
に
よ
っ
て
會
館
の
目
的
や
機
能
も
変
化
す
る
の
で
、
會
館
組
織
に
よ
っ
て
は
硏
究
對
象
と
す
る
神
自
体
も
違
っ
て
く

る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
網
羅
的
に
會
館
の
祭
祀
活
動
を
取
り
上
げ
る
硏
究
が
な
く
、
ど
う
し
て
も
硏
究
對
象
の
關
係
で
偏
り
が
あ

る
様
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
私
は
先
行
硏
究
を
再
整
理
し
、
網
羅
的
に
會
館
組
織
に
お
け
る
祭
祀
活
動
を
述
べ
た
い
と
考
え
た
。

會
館
組
織
に
お
け
る
祭
祀
活
動
の
全
体
像
を
摑
む
た
め
に
は
、
先
行
硏
究
は
も
ち
ろ
ん
、
使
用
す
る
史
・
資
料
も
重
要
で
あ
る
。

私
は
會
館
組
織
の
構
成
員
の
相
違
を
考
慮
し
、
文
化
知
識
人
の
場
合
に
は
會
館
志
史
料
を
用
い
、
商
人
で
は
調
査
資
料
を
用
い
る
こ

と
で
、
其
々
の
祭
祀
活
動
に
關
す
る
記
載
を
取
り
上
げ
、
そ
の
記
述
內
容
を
分
析
し
、
具
体
的
な
祭
祀
過
程
及
び
祭
祀
す
る
意
義
を

導
き
出
し
た
い
と
考
え
る
。
會
館
志
史
料
と
し
て
は
、
主
に
『
閩
中
會
舘
志
』・『
京
都
績
溪
館
録
』・『
金
陵
旌
德
會
館
志
』・『
漳
郡

會
館
録
』
等
を
用
い
る
。
商
人
會
館
に
關
す
る
調
査
資
料
と
し
て
は
、
主
に
『
中
國
農
村
慣
行
調
査
』・『
北
京
工
商
ギ
ル
ド
資
料

集
』
と
言
っ
た
現
地
調
査
記
録
を
用
い
る
。

結
果
的
に
、
會
館
で
祭
祀
さ
れ
て
い
る
神
と
し
て
は
、
大
き
く
二
種
類
が
あ
る
と
分
か
っ
た
。
一
つ
は
、
実
在
人
物
の
崇
拜
で
、

も
う
一
つ
は
、
衜
敎
に
属
す
る
神
々
で
あ
る
。
ま
た
、
會
館
組
織
は
構
成
員
が
異
な
る
と
は
言
え
、
基
本
的
に
同
郷
人
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
祭
祀
さ
れ
て
い
る
神
々
も
地
元
神
を
主
体
と
し
て
い
る
。
実
際
に
北
京
に
あ
る
會
館
組
織
の
ほ
と
ん
ど

が
地
元
の
城
隍
神
や
土
地
公
、
或
い
は
地
元
に
關
係
深
い
有
名
人
物
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
北
京
に
あ
る
會
館
組
織
は
大
使

館
の
様
な
施
設
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
た
様
に
思
わ
せ
る
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
神
々
や
人
物
が
実
際
に
地
元
で
は
ど
の
様
な
存
在
で
あ
る
か
、
北
京
の
會
館
と
同
様
に
祭
祀
を
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
調
査
し
た
い
と
考
え
る
。
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『
悟
真
篇
』
の
二
つ
の
序
文
を
め
ぐ
る
若
干
の
疑
問
に
つ
い
て

呂　

梦
雨
（
國
際
基
督
敎
大
學
大
學
院
）

『
悟
真
篇
』
は
北
宋
代
（
九
六
〇
─
一
一
二
七
）
の
張
伯
端
に
よ
っ
て
一
〇
七
五
年
に
書
か
れ
た
書
物
で
あ
る
。
そ
の
成
立
年
代

は
著
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
序
文
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
序
文
の
識
語
に
は
「
時
皇
宋
熙
寧
乙
卯
（
一
〇
七
五
）
歲
旦
天
台
張

伯
端
平
叔
序
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
そ
の
序
文
を
「
原
序
」
と
呼
ぶ
。

『
悟
真
篇
』
に
は
「
原
序
」
に
加
え
て
更
に
「
後
序
」
と
い
う
序
文
も
あ
り
、
こ
れ
も
張
伯
端
が
書
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。『
衜

蔵
』
所
収
の
『
紫
陽
真
人
悟
真
篇
註
疏
』
巻
八
「
悟
真
篇
後
序
」
及
び
、『
紫
陽
真
人
悟
真
篇
三
註
』
巻
五
「
紫
陽
真
人
後
序
」
に

よ
る
と
、「
原
序
」
が
書
か
れ
た
三
年
後
の
一
〇
七
八
年
に
、
張
伯
端
が
そ
の
「
後
序
」
を
書
い
た
と
さ
れ
る
。

二
つ
の
序
文
は
『
悟
真
篇
』
を
硏
究
す
る
基
礎
的
な
史
料
だ
と
言
え
る
。
福
井
文
雅
や
朱
越
利
は
こ
れ
ら
二
つ
の
序
文
を
根
拠
に

『
悟
真
篇
』
の
構
成
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
し
か
し
、
両
氏
は
二
つ
の
序
文
の
內
容
に
つ
い
て
十
分
な
考
察
を
加
え
ず
、
そ
の

信
憑
性
を
ま
っ
た
く
疑
わ
ず
に
論
じ
て
い
る
。
吾
妻
重
二
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
『
悟
真
篇
』
諸
本
の
構
成
內
容
に
關
す
る
表
を
み

る
と
、『
悟
真
篇
』
本
文
に
は
後
人
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
後
人
が
す
で
に
本
文
に
手
を
加
え
て
い
る

以
上
、
二
つ
の
序
文
に
も
手
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
二
つ
の
序
文
は
す
べ
て
張
伯
端
に
よ
っ
て
書
か
れ
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た
と
い
う
ア
プ
リ
オ
リ
な
推
論
が
、
ど
の
程
度
ま
で
妥
当
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
存
す
る
。

「
後
序
」
に
登
場
す
る
張
伯
端
の
師
匠
の
一
言
を
例
に
考
え
て
見
よ
う
。
そ
れ
は
「
異
日
有
汝
解
韁
脫
鎖
者
、
当
直
授
之
、
餘
皆

不
許
爾
」（［D

Z141

］8.23a

）
で
あ
る
。「
薛
紫
賢
事
蹟
」
に
よ
り
、
牢
獄
の
厄
か
ら
張
伯
端
を
解
放
し
た
人
は
石
泰
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
考
え
て
み
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
張
伯
端
が
最
期
を
迎
え
る
前
、
常
に
彼
の
そ
ば
に
い
た
劉
奉
真
は
、「
餘
皆
不
許
」
を
読

ん
だ
瞬
閒
、
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
丹
法
は
石
泰
に
の
み
伝
授
し
、
石
泰
以
外
の
人
に
は
伝
授
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
劉
奉
真
の
弟
子
で
あ
る
翁
葆
光
は
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
「
後
序
」
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
た
の
か
。
そ
の
序
文
で
は
、
自
分
た
ち
の
派
閥
が
正
統
で
は
な
く
、
石
泰
、
薛
紫
賢
の
系
統
の
伝
承
こ
そ
が
正
統
で
あ
る
と
主

張
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
発
表
者
は
こ
れ
ら
の
点
を
非
常
に
奇
妙
だ
と
感
じ
る
。

し
た
が
っ
て
、
張
伯
端
の
生
涯
の
み
な
ら
ず
『
悟
真
篇
』
本
文
の
構
成
や
著
者
の
思
想
を
探
る
上
で
も
、
二
つ
の
序
文
に
記
載
さ

れ
る
內
容
に
つ
い
て
の
真
実
性
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
発
表
は
先
行
硏
究
、
特
に
福
井
文
雅
や
宮
澤
正
順
及
び
柳

存
仁
の
硏
究
を
踏
ま
え
、
二
つ
の
序
文
に
隠
さ
れ
た
真
実
を
探
究
す
る
。
ま
ず
『
衜
蔵
』
所
収
『
紫
陽
真
人
悟
真
篇
註
疏
』「
悟
真
篇

序
」（［D
Z141

］0.13a

～17a

）
と
、「
悟
真
篇
後
序
」（［D

Z141

］8.22a

～24b

）
に
も
と
づ
い
て
、
二
つ
の
序
文
の
梗
概
に
つ
い

て
述
べ
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
內
容
を
比
較
し
、
い
く
つ
か
の
疑
問
点
を
提
起
し
、
そ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
つ
の
序
文
の
閒

の
矛
盾
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
以
上
の
作
業
を
通
じ
、
張
伯
端
の
署
名
を
付
し
た
二
つ
の
序
文
は
、
と
も
に
彼
自
身
に
よ
っ
て
執

筆
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
は
、
後
世
に
お
い
て
捏
造
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
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姬
志
真
の
敎
說
と
そ
の
思
想
史
的
位
置
づ
け
─「
命
」
說
を
手
掛
か
り
に

脇
山　

豪
（
東
京
大
學
大
學
院
）

本
発
表
は
十
三
世
紀
に
活
動
し
た
全
真
敎
の
衜
士
で
あ
る
姬
志
真
の
命
と
い
う
術
語
の
用
い
方
を
手
掛
か
り
に
、
当
時
の
全
真
敎

に
お
け
る
思
想
史
的
位
置
づ
け
を
考
察
す
る
。

姬
志
真
は
全
真
敎
の
開
祖
王
重
陽
か
ら
郝
大
通
、
王
志
謹
を
経
た
三
伝
の
弟
子
に
あ
た
る
。
姬
志
真
に
は
『
知
常
先
生
雲
山
集
』

（
衜
蔵
本
『
雲
山
集
』
の
別
本
）
と
題
さ
れ
た
五
巻
本
の
著
作
が
存
在
し
、
そ
の
残
巻
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
特
に
巻
五

は
姬
志
真
が
自
身
の
敎
說
に
つ
い
て
散
文
で
述
べ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
現
行
『
衜
蔵
』
本
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
內
容
と
な
っ

て
い
る
。
本
発
表
で
は
こ
れ
を
主
に
使
用
す
る
。

全
真
敎
を
含
め
た
內
丹
派
は
、
大
雑
把
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
性
命
に
つ
い
て
語
り
そ
れ
を
修
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
一
派
で
あ

る
と
括
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
王
重
陽
を
は
じ
め
、
七
真
、
そ
し
て
再
伝
の
弟
子
で
あ
る
尹
志
平
や
王
志
謹
ら
（
仮

に
こ
れ
を
初
期
の
全
真
敎
と
呼
ぶ
）
ま
で
の
敎
說
を
見
て
み
る
と
、
性
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
あ
れ
ど
、
命
単
体
に
つ
い
て
語
る
こ

と
は
性
に
比
し
て
少
な
く
、
基
本
的
に
は
「
性
命
」
の
形
で
言
及
す
る
傾
向
に
あ
る
。
さ
ら
に
彼
ら
の
用
い
る
術
語
と
し
て
の
性
命
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は
性
と
ほ
ぼ
等
置
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
初
期
の
全
真
敎
が
命
に
つ
い
て
明
確
な
理
論
・
定
義
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
は
見
え
づ
ら

い
。
特
に
尹
志
平
は
『
淸
和
真
人
北
游
語
録
』
に
て
性
命
の
不
可
分
を
主
張
す
る
が
、
や
は
り
、
初
期
の
全
真
敎
で
は
性
命
と
い
う

呼
称
は
熟
語
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
性
と
命
で
区
切
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

姬
志
真
は
そ
れ
ら
に
世
代
的
に
や
や
後
れ
る
も
の
の
、
例
外
的
に
命
に
つ
い
て
の
専
論
を
持
っ
た
衜
士
で
あ
る
。『
知
常
先
生
雲

山
集
』
巻
五
所
収
の
文
章
に
は
広
く
命
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
、
そ
の
議
論
は
特
に
「
復
命
論
」「
性
命
說
三
」
な
ど
に
顕
著

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
天
命
」
を
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
姬
志
真
は
文
中
で
「
豈

止
気
爲
命
哉
。」
と
述
べ
、
內
丹
に
伝
統
的
な
性
＝
神
、
命
＝
気
と
い
っ
た
図
式
に
代
表
さ
れ
る
、
命
と
気
を
關
連
さ
せ
た
理
解
の

否
定
を
試
み
る
。

発
表
者
の
理
解
に
よ
る
と
、
姬
志
真
は
命
に
つ
い
て
、
老
荘
文
献
や
そ
の
伝
統
的
な
注
釈
、
ま
た
『
中
庸
』
な
ど
に
基
づ
い
て
說

明
を
施
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
理
論
の
構
造
や
語
り
方
は
北
宋
文
士
の
老
荘
注
釈
、
特
に
王
雱
や
呂
恵
卿

な
ど
と
の
類
似
が
見
ら
れ
、
ま
た
金
代
の
非
全
真
敎
系
衜
敎
と
の
關
連
も
推
察
さ
れ
る
。

本
発
表
で
は
こ
う
し
た
分
析
に
基
づ
き
、
姬
志
真
が
宋
金
代
の
思
想
体
系
に
つ
い
て
の
知
見
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
直
接
的
に

引
用
し
な
い
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
と
共
通
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
全
真
敎
の
理
論
を
整
理
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
と
考
え
る
。
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司
馬
彪
『
荘
子
注
』
に
見
ら
れ
る
処
世
の
態
度

海
藤
水
樹
（
東
京
大
學
大
學
院
）

先
秦
諸
子
の
ひ
と
つ
で
あ
り
衜
家
思
想
の
代
表
的
文
献
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
荘
子
』
は
、『
漢
書
』
芸
文
志
に
は
五
十
二
篇
と
し

て
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
雑
駁
な
內
容
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
西
晉
の
と
き
注
釈
が
作
ら
れ
る
に
及
ん

で
し
ば
し
ば
內
容
の
整
理
も
試
み
ら
れ
た
。
郭
象
の
三
十
三
篇
本
『
荘
子
注
』
の
影
響
は
と
り
わ
け
大
き
く
、
五
十
二
篇
本
を
駆
逐

す
る
に
至
っ
て
お
り
、
現
行
の
『
荘
子
』
三
十
三
篇
は
郭
象
本
に
外
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
現
在
の
『
荘
子
』
の
解
釈
も
基
本
的
に

は
郭
象
の
枠
組
み
を
も
と
に
発
展
し
た
も
の
と
言
え
る
。

こ
れ
に
對
し
て
、
西
晉
の
司
馬
彪
が
著
し
た
『
荘
子
注
』（
以
下
「
司
馬
注
」）
は
五
十
二
篇
本
に
基
づ
く
。
司
馬
注
は
す
で
に
散

逸
し
て
い
る
が
、
比
較
的
多
数
の
佚
文
が
『
経
典
釈
文
』
や
李
善
の
『
文
選
注
』、
慧
琳
の
『
一
切
経
音
義
』
な
ど
に
保
存
さ
れ
、

淸
代
に
は
輯
本
も
作
ら
れ
て
い
る
。
従
來
の
硏
究
で
は
、
司
馬
注
は
訓
詁
に
長
け
て
い
る
一
方
で
義
理
の
解
釈
に
乏
し
く
、
当
時
の

世
相
に
反
し
て
玄
學
的
傾
向
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
の
硏
究
で
は
、
こ
れ
は
佚
文
の
中
に
訓
詁
が
多
い

た
め
で
あ
り
、
佚
文
を
仔
細
に
検
証
す
れ
ば
司
馬
注
が
義
理
に
關
し
て
も
注
釈
を
施
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
郭
象
も
司
馬
注
を
參
照
し
て
い
た
こ
と
は
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
発
表
者
は
、
司
馬
彪
自
身
も
先
行
す
る
魏
の
王
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弼
や
嵆
康
ら
と
同
じ
文
脈
を
共
有
す
る
側
面
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
司
馬
注
の
解
釈
は
、
魏
末
か
ら
西
晉
初
に
か
け
て
の
『
荘
子
』

理
解
を
う
か
が
う
べ
き
資
料
と
し
て
注
目
に
値
す
る
と
言
え
よ
う
。

本
発
表
で
は
、
司
馬
注
の
佚
文
か
ら
そ
の
全
体
像
を
再
構
築
し
、
郭
象
注
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
そ
の
『
荘
子
』
理
解
や
處
世
態

度
に
つ
い
て
考
え
る
。
郭
象
注
と
比
較
す
る
と
き
、
司
馬
注
に
見
ら
れ
る
特
徵
は
、
身
体
や
外
形
を
意
識
し
な
く
な
る
こ
と
に
つ
い

て
論
じ
た
注
釈
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
斉
物
論
篇
や
養
生
主
篇
、
大
宗
師
篇
で
は
、
郭
象
注
が
天
と
人
・
彼
と
我
・

善
と
悪
な
ど
の
区
別
を
喪
失
す
る
べ
き
こ
と
を
說
く
部
分
に
對
し
て
、
司
馬
注
は
身
体
を
忘
れ
た
り
、
外
形
へ
の
こ
だ
わ
り
を
捨
て

た
り
す
る
こ
と
を
說
い
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
司
馬
注
は
人
閒
世
篇
の
要
旨
と
し
て
、「
無
心
に
し
て
自
ら
用
い
ず
…
…
唯

だ
変
の
適
く
所
の
ま
ま
」
で
あ
っ
て
こ
そ
、
心
配
な
く
人
の
世
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ほ
か
の
箇
所
で

は
、
世
俗
に
付
き
従
お
う
と
せ
ず
、
自
然
に
任
せ
る
こ
と
で
こ
そ
性
命
を
ま
っ
と
う
で
き
る
と
も
述
べ
て
お
り
、
仁
智
や
有
用
性
が

自
ら
を
損
な
う
と
も
述
べ
て
い
る
。

司
馬
注
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
處
世
態
度
は
、
要
約
す
る
と
、
外
形
を
忘
れ
、
內
心
を
空
し
く
純
粋
に
し
、
世
閒
の
変
化
に
従

い
、
自
ら
の
有
用
性
を
打
ち
消
し
て
、
虚
飾
や
栄
逹
を
顧
み
な
け
れ
ば
、
性
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
も
の
ら
し
く
思
わ

れ
る
。
こ
こ
に
は
司
馬
注
が
淸
談
を
好
ん
だ
魏
晉
期
の
人
士
と
文
脈
や
背
景
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
る

一
方
、
郭
象
注
の
解
釈
と
あ
る
程
度
の
差
異
の
あ
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。
本
発
表
で
は
、
司
馬
注
の
處
世
態
度
に
關
す
る
記
述
を

通
じ
て
、
西
晉
の
『
荘
子
』
理
解
と
そ
の
注
釈
状
況
に
關
す
る
考
察
を
示
し
た
い
。
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近
世
に
お
け
る
衜
敎
的
寿
命
論
及
び
延
寿
思
想
─『
三
元
延
寿
参
賛
書
』
の
「
三
元
之
寿
」
を
中
心
に

劉　

靑
（
弘
前
大
學
）

「
長
寿
」
は
古
く
か
ら
、
中
國
思
想
文
化
の
分
野
で
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
古
代
文
献
か
ら
み
る
と
、
人
々
の
寿
命
は
そ
の
長
さ

に
基
づ
き
、
上
寿
、
中
寿
、
下
寿
と
分
類
さ
れ
る
。
し
か
し
、
文
献
に
よ
っ
て
、
そ
の
三
寿
說
で
示
さ
れ
て
い
る
年
齢
は
若
干
異
な

る
。『
荘
子
』
は
「
上
寿
百
歲
、
中
寿
八
十
歲
、
下
寿
六
十
歲
」、『
論
衡
』
は
「
上
寿
九
十
歲
、
中
寿
八
十
歲
、
下
寿
七
十
歲
」、

『
太
平
経
』
は
「
上
寿
百
二
十
歲
、
中
寿
八
十
歲
、
下
寿
六
十
歲
」
と
說
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
寿
命
長
短
の
決
め
手
と
し
て
、
衜

敎
経
典
『
太
平
経
』
で
は
、「
大
陰
法
曹
は
、
人
の
承
負
す
る
所
を
計
算
し
、
算
除
き
、
年
を
減
ら
す
」
と
い
う
承
負
思
想
を
最
初

に
提
唱
し
て
い
る
。『
抱
朴
子
』「
對
俗
」
篇
も
、「
す
べ
て
人
の
も
っ
て
生
ま
れ
る
寿
命
に
は
、
本
來
の
数
が
決
ま
っ
て
い
る
。
大

き
な
悪
事
を
行
え
ば
、
司
命
は
寿
命
か
ら
紀
（
三
百
日
）
を
奪
い
取
り
、
小
さ
な
過
ち
な
ら
ば
、
算
（
三
日
）
を
奪
い
取
る
」
と
い

う
內
容
が
說
か
れ
、
寿
命
の
長
短
に
は
天
命
や
善
悪
報
応
と
の
關
係
性
が
見
ら
れ
る
。

『
三
元
延
寿
參
賛
書
』
は
、
元
代
の
李
鵬
飛
が
著
し
た
養
生
延
寿
書
で
あ
る
。『
正
統
衜
蔵
』（
洞
神
部
方
法
類
）
に
収
録
さ
れ
て
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い
る
。
本
書
は
「
三
元
之
寿
」
と
い
う
說
を
初
め
て
論
じ
、「
人
の
寿
命
は
、
天
元
六
十
、
地
元
六
十
、
人
元
六
十
、
共
に
百
八
十

歲
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
「
三
元
之
寿
」
に
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
養
生
延
寿
法
は
說
明
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

「
も
し
戒
慎
の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
日
々
寿
命
を
損
な
う
。
精
神
を
固
く
守
れ
な
け
れ
ば
、
天
元
の
寿
命
が
減
る
。
計
略
・
言

動
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
、
地
元
の
寿
命
が
減
る
。
飲
食
を
控
え
め
に
し
な
い
と
、
人
元
の
寿
命
が
減
る
」
と
い
う
內
容
が
本
書
の

主
旨
で
あ
る
。

本
発
表
で
は
、
元
代
の
養
生
延
寿
書
『
三
元
延
寿
參
賛
書
』
を
中
心
に
、
近
世
に
お
い
て
、
衜
敎
的
寿
命
論
や
延
寿
思
想
の
特
徵

や
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
附
論
と
し
て
、
十
六
世
紀
に
日
本
で
成
立
し
た
養
生
延
寿
書
物
を
概
観
し
、
受
容
す
る
側
の
視

点
か
ら
逆
照
射
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
國
近
世
の
寿
命
論
及
び
延
寿
思
想
を
よ
り
深
く
考
察
す
る
。
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中
心
の
構
築
と
回
帰
─
崑
崙
空
閒
の
発
展
と
象
徴
性

高　

莉
芬
（
國
立
政
治
大
學〔
臺
灣
〕）

古
代
中
國
の
知
識
体
系
で
は
、
宇
宙
時
空
の
掌
握
及
び
自
身
の
存
在
秩
序
の
考
え
方
は
、「
天
文
」
と
「
地
理
」
の
二
つ
の
側
面

を
考
慮
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。『
漢
書
』
郊
祀
志
に
「
三
光
は
天
文
な
り
。
山
川
は
地
理
な
り
」
と
言
い
、
後
漢
の
王
充
の
『
論

衡
』
は
「
天
に
日
月
星
辰
有
り
、
之
を
文
と
謂
い
、
地
に
山
川
陵
谷
有
り
、
之
を
理
と
謂
う
」
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
、
漢
代
の
人
々

は
す
で
に
大
地
山
河
の
自
然
形
態
を
地
理
に
概
括
し
、
同
時
に
天
上
の
日
月
星
辰
に
對
応
さ
せ
て
い
た
。
古
代
中
國
文
化
に
お
い

て
、
古
代
中
國
の
宇
宙
観
や
空
閒
思
想
を
表
現
し
た
神
話
の
一
つ
が
崑
崙
神
話
で
あ
る
。
長
期
に
わ
た
る
古
代
中
國
の
地
理
學
と
神

話
學
の
硏
究
に
お
い
て
、
崑
崙
が
誘
発
し
た
現
実
の
地
理
か
想
像
上
の
地
理
か
の
議
論
は
、
近
年
、
西
王
母
の
硏
究
が
ま
す
ま
す
盛

ん
に
な
る
中
で
、
さ
ら
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。
上
中
古
の
時
期
よ
り
伝
わ
る
文
献
に
は
、「
河
は
崑
崙
に
出
づ
」、「
崑
崙
は
地
の

中
な
り
」、「
崑
崙
西
王
母
」
な
ど
の
關
連
記
録
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
崑
崙
は
そ
の
特
殊
な
地
理
空
閒
と
歴
史
文
化
に
よ
り
、

豊
か
な
神
話
の
叙
事
体
系
と
文
化
的
象
徵
性
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。

「
崑
崙
」
の
語
は
擬
音
語
で
、
古
文
で
は
「
昆
侖
」、「
崐
崘
」
に
も
作
る
が
、
当
初
は
特
定
の
山
を
指
す
固
有
名
詞
で
は
な
か
っ

た
。
淸
代
の
學
者
畢
沅
（
一
七
三
〇
─
一
七
九
七
）
は
、『
山
海
経
』
海
外
南
経
「
昆
侖
の
虚
は
其
の
東
に
在
り
、
虚
は
四
方
な
り
」

に
注
し
て
、「
是
れ
昆
侖
は
、
高
山
皆
之
を
名
づ
く
る
を
得
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
崑
崙
は
固
有
名
詞
で
あ
る
と
同
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時
に
一
般
名
詞
で
も
あ
る
。
古
く
か
ら
伝
わ
る
文
献
で
は
、「
昆
侖
」
の
二
字
を
「
崑
崙
」
と
表
し
、「
崑
崙
」
も
ま
た
「
昆
侖
」
に

作
る
。
現
在
使
わ
れ
る
「
崑
崙
」
の
漢
字
は
、「
山
」
部
に
従
い
、
主
に
地
理
空
閒
の
高
山
名
を
指
す
。
中
國
文
化
や
神
話
に
お
い

て
、
崑
崙
は
最
も
代
表
的
な
空
閒
形
態
、
す
な
わ
ち
大
地
に
聳
え
立
つ
山
岳
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
學
界
に
お
け
る
崑
崙
神
話
に
關

す
る
學
術
硏
究
は
、
お
お
よ
そ
三
つ
の
側
面
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
。
第
一
に
崑
崙
神
話
の
文
化
的
解
釈
、
第
二
に
「
崑
崙
」
の
語

義
と
語
源
探
究
、
第
三
に
「
崑
崙
」
地
理
の
整
理
と
考
察
で
あ
る
。
特
に
「
崑
崙
」
の
正
確
な
地
理
的
位
置
に
關
す
る
硏
究
に
つ
い

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
、
一
致
し
た
見
解
は
な
い
。「
崑
崙
」
に
關
す
る
記
載
は
す
で
に
『
山
海
経
』
に
見
え
、
各
経
に

記
載
さ
れ
る
「
崑
崙
」
の
形
貌
は
全
く
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、「
海
內
西
経
」
や
「
大
荒
西
経
」
の
記
載
で
は
、
す
で
に

神
聖
な
空
閒
の
性
質
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ま
で
學
界
は
、
崑
崙
の
現
実
の
地
理
と
神
話
の
地
理
の
硏
究
に
偏
重
し
て
い
た
が
、
崑
崙
は
そ
の
地
理
空
閒
の
座
標
と
し

て
の
意
義
だ
け
で
な
く
、
宗
敎
と
文
學
の
分
野
で
も
そ
の
旺
盛
な
生
命
力
を
示
し
続
け
て
お
り
、
歴
史
の
構
築
に
お
い
て
、
崑
崙
は

『
山
海
経
』
の
万
物
が
具
わ
る
原
初
の
楽
園
で
あ
り
、『
楚
辭
』
の
上
り
下
り
し
て
求
め
た
ず
ね
た
遠
遊
の
空
閒
で
も
あ
る
。
崑
崙
は

ま
た
漢
王
朝
の
墓
室
に
お
い
て
も
昇
天
と
転
化
の
媒
介
で
あ
り
、
衜
敎
の
宇
宙
論
で
は
、
崑
崙
は
「
天
中
」
に
相
い
応
じ
る
「
地

中
」
で
あ
り
、
紫
宮
に
上
昇
す
る
の
に
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
聖
な
る
山
で
あ
る
。
巫
者
の
神
遊
か
ら
死
者
の
安
息
ま
で
、
崑
崙

は
生
死
と
密
接
に
關
係
し
て
い
る
。
崑
崙
は
そ
の
空
閒
形
態
の
構
築
と
発
展
の
過
程
に
お
い
て
、
異
な
る
時
期
に
多
元
的
に
複
数
の

形
態
が
発
展
し
、
漢
代
の
人
々
の
死
生
観
と
人
文
主
義
の
精
神
を
內
に
秘
め
隠
し
て
き
た
。
本
硏
究
は
、
主
に
中
國
の
先
秦
両
漢
時

代
の
文
献
に
基
づ
き
、
漢
代
の
画
像
石
な
ど
の
考
古
図
像
資
料
を
補
足
し
て
、
崑
崙
の
「
中
心
」
と
し
て
の
意
味
と
そ
の
空
閒
形
態

を
新
た
に
検
討
し
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
宇
宙
思
惟
と
死
生
観
の
文
化
象
徵
的
意
味
を
さ
ら
に
探
求
す
る
。
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五
行
思
想
の
相
乗
と
相
侮
に
つ
い
て

名
和
敏
光
（
山
梨
縣
立
大
學
）

五
行
思
想
は
こ
れ
ま
で
一
般
に
「
相
生
」
と
「
相
克
（
勝
）」
が
知
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
硏
究
し
た
論
考
と
し
て
は
、
小
林

信
明
『
中
國
上
代
陰
陽
五
行
思
想
の
硏
究
』（
大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
、
一
九
五
一
年
）、
井
上
聰
『
古
代
中
國
陰
陽
五
行
の
硏
究
』

（
翰
林
書
房
、
一
九
九
六
年
）、
武
田
時
昌
編
『
陰
陽
五
行
の
サ
イ
エ
ン
ス　

思
想
編
』（
京
都
大
學
人
文
科
學
硏
究
所
、
二
〇
一
一

年
）
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
近
年
で
は
平
澤
歩
『
漢
代
経
學
に
於
け
る
五
行
說
の
変
迁
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
二
年
）
が
あ
る
。

中
國
の
沅
陵
虎
溪
山
一
號
漢
墓
は
一
九
九
六
年
に
湖
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
に
よ
り
発
掘
が
行
わ
れ
、
二
〇
二
〇
年
に
詳
細
な
発

掘
報
告
書
が
出
版
さ
れ
た
（
湖
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
著
『
沅
陵
虎
溪
山
一
號
漢
墓
』、
文
物
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）。
內
容

は
、「
計
簿
」「
閻
昭
（
上
・
下
）」「
食
方
」
で
あ
り
、
そ
の
中
の
「
閻
昭
（
上
・
下
）」
に
は
「
相
乗
」「
相
辱
（
侮
）」
の
思
想
が

応
用
さ
れ
た
占
術
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
上
記
の
論
考
に
お
い
て
、「
相
乗
」「
相
辱
（
侮
）」
の
思
想
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
お

ら
ず
、
中
國
思
想
史
の
分
野
で
は
文
献
に
表
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
五
行
に
お
け
る
「
相
生
」
と
は
相
手
を
生
み
出
す
思
想
と
し
て
、「
相
克
（
勝
）」
と
は
相
手
を
傷
つ
け
損
な
う
思
想
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
對
し
、
中
医
の
方
面
で
は
、
後
漢
頃
か
ら
身
体
の
五
臓
と
病
気
治
療
の
考
え
か
ら
、「
相
乗
」「
相
辱
（
侮
）」
の
思
想
が

発
逹
し
、
現
在
、
日
本
の
中
医
・
漢
方
及
び
鍼
灸
の
方
面
で
応
用
・
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
考
え
方
と
し
て
は
、「
相
乗
」
と
は
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相
克
が
過
剰
に
な
る
こ
と
で
、
克
す
側
が
強
す
ぎ
る
場
合
と
克
さ
れ
る
側
が
弱
す
ぎ
る
場
合
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。「
相
辱
（
侮
）」
と
は
逆
相
克
で
、
克
す
側
が
弱
す
ぎ
る
場
合
と
克
さ
れ
る
側
が
強
す
ぎ
る
場
合
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
中
医
關
係
の
古
典
籍
を
検
索
し
て
み
て
も
、「
相
乗
」「
相
辱
（
侮
）」
と
い
う
言
葉
が
実
際
に
使
用
・
說
明
さ
れ

て
い
る
も
の
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

本
発
表
で
は
、「
相
乗
」「
相
辱
（
侮
）」
の
思
想
が
こ
れ
ま
で
ど
の
様
に
扱
わ
れ
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
中
國
思

想
硏
究
史
に
お
け
る
五
行
の
扱
い
を
紹
介
し
、
次
に
中
医
等
に
お
け
る
「
相
乗
」「
相
辱
（
侮
）」
の
思
想
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
更

に
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
虎
溪
山
漢
簡
「
閻
昭
（
上
・
下
）」
に
見
ら
れ
る
「
相
乗
」「
相
辱
（
侮
）」
の
思
想
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

例
え
ば
、「
閻
昭
（
上
）」
に
は
、

〼
病　

人
以
良
日
。
乗
喜
、
病
危
死
以
、
其
勝
病
暴
、
亦
必
死
。
□
〼A

023

と
あ
り
、
ま
た
、

●
人
以
罰
日
。
乗
喜
、
若
乗
勝
、
執
毄
、
危
柢
罪
、
以
其
乗
憂
、
亟
出
其
出
也
、
至
其
毄
之
喜
日
、
乃
出
、
出
刻
其
毄
日
復

A
073

毄
、
若
它
禍
。A

074

と
あ
る
。「
閻
昭
（
下
）」
に
は
、

己
巳
●
加
子
、
舉
事
不
成
、
有
小
憂
、
火
辱
其
水
、
土
勝
其
水
。
加
丑
、
成
有
小
喜
、
火
辱
其
水
、
火
勝
其
金
、
土
…
…

B467

と
し
て
、
六
十
干
支
と
三
合
の
思
想
を
利
用
し
た
占
術
と
し
て
表
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
「
陰
陽
五
行
甲
篇
・
天
一
」
に
見
ら
れ
る
「
辱
」
の
思
想
や
睡
虎
地
秦
簡
「
日
書
甲
乙
篇
」
に
見
ら

れ
る
「
辱
」
の
思
想
と
の
關
係
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
と
考
え
る
。
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第
七
十
四
回
日
本
衜
敎
學
會
記
念
講
演

東
ア
ジ
ア
の
死
霊
救
済
儀
礼
を
め
ぐ
る
精
神
史
─
朝
鮮
甘
露
図
を
基
軸
に
し
て

西
山　

克
（
京
都
敎
育
大
學
名
譽
敎
授
・
關
西
學
院
大
學
元
敎
授
）

韓
國
寺
院
の
霊
壇
に
掲
げ
ら
れ
る
仏
画
で
、
甘
露
図
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
供
物
や
花
々
で
飾
ら
れ
た
祭
壇
や
、
梵
唄
の
僧

侶
た
ち
を
中
段
に
す
え
て
、
画
面
の
上
段
に
水
陸
斎
の
本
尊
と
な
る
七
如
來
や
阿
弥
陀
三
尊
な
ど
の
仏
菩
薩
を
、
下
段
に
大
量
の

死
者
の
姿
を
描
く
絵
画
で
、
現
在
で
は
七
七
斎
な
ど
の
追
善
仏
事
に
も
對
応
し
て
い
る
。
こ
の
甘
露
図
は
、
中
國
元
・
明
代
の
水
陸

画
、
と
く
に
河
北
省
・
山
西
省
の
水
陸
壁
画
を
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
と
し
て
、
お
そ
ら
く
十
六
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
國
の
水
陸
斎
は
、
喪
主
に
直
結
す
る
「
家
」
の
死
者
を
救
済
す
る
た
め
に
、
過
去
の
あ
ら
ゆ
る
國
家
的
・
社
會
な
諸
身
分
、
さ

ら
に
孤
魂
の
救
済
を
も
同
時
に
は
か
る
も
の
で
、
そ
の
儀
礼
の
衜
場
を
荘
厳
す
る
の
が
水
陸
画
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
然
な
が
ら

水
陸
画
の
な
か
に
儀
礼
の
詳
細
が
描
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
對
し
て
、
朝
鮮
社
會
で
制
作
さ
れ
た
甘
露
図
は
、
救
済
の
儀
礼

そ
の
も
の
を
描
こ
う
と
す
る
絵
画
で
あ
る
。
斎
壇
や
儀
礼
を
執
行
す
る
僧
侶
だ
け
で
は
な
く
、
七
如
來
や
引
路
王
菩
薩
の
飛
來
、
導
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師
あ
る
い
は
鬼
神
（
焔
口
餓
鬼
）
に
よ
る
甘
露
の
飛
散
な
ど
を
描
き
こ
み
、
読
み
解
け
ば
儀
礼
の
過
程
を
再
現
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
実
際
に
儀
礼
を
執
行
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
絵
画
で
あ
る
た
め
、
寺
院
の
霊
壇
に
日
常
的
に
設
置
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

救
済
儀
礼
に
對
応
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
甘
露
図
の
最
初
期
の
作
例
で
現
存
を
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
す
べ
て
日
本
に
伝
來
し
て
い
る
。
松
阪
市
の
朝
田

寺
本
、
神
戸
市
の
薬
仙
寺
本
、
明
石
市
の
光
明
寺
本
、
大
津
市
の
西
敎
寺
本
の
四
点
が
、
い
ま
も
日
本
の
國
內
で
管
理
さ
れ
て
い

る
。
十
年
ほ
ど
以
前
に
、
私
が
京
都
市
の
龍
岸
寺
で
確
認
し
た
甘
露
図
は
、
韓
國
國
立
中
央
博
物
館
に
無
償
で
寄
贈
さ
れ
、
い
ま
は

日
本
國
內
に
は
な
い
。
も
う
一
点
、
出
處
は
不
明
で
、
日
本
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
経
て
韓
國
の
個
人
の
所
蔵
に
歸
し
た
も
の
が
あ

る
。
甘
露
図
本
体
の
下
部
に
区
画
さ
れ
た
画
記
で
、
絵
画
の
制
作
年
代
を
確
定
で
き
る
も
の
を
含
め
て
、
す
べ
て
が
十
六
世
紀
の
後

半
、
お
そ
ら
く
は
一
五
八
〇
─
九
〇
年
代
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
時
期
的
に
豊
臣
秀
吉
政
権
に
よ
る
略
奪
が
想
定
さ
れ
る
。

朝
鮮
社
會
の
信
仰
環
境
か
ら
強
制
的
に
、
あ
る
い
は
暴
力
的
に
切
り
離
さ
れ
て
列
島
に
伝
え
ら
れ
た
絵
画
群
で
あ
る
。

十
六
・
十
七
世
紀
境
の
列
島
社
會
で
は
、
こ
の
甘
露
図
を
下
敷
き
に
し
て
熊
野
観
心
十
界
図
の
原
図
が
制
作
さ
れ
る
。
熊
野
観
心

十
界
図
は
中
世
の
六
衜
絵
の
集
大
成
と
さ
れ
る
絵
画
で
、
初
期
に
は
熊
野
系
の
女
性
唱
導
者
に
よ
る
絵
解
き
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

転
写
本
が
次
々
と
制
作
さ
れ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
も
甘
露
図
に
似
て
い
る
。
現
状
で
は
六
十
点
を
超
え
る
作
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
画
面
の
中
段
に
は
斎
壇
と
楽
器
を
も
つ
僧
侶
の
集
団
が
描
か
れ
、
そ
の
下
方
に
は
六
衜
、
と
く
に
地
獄
の
状
景
が
描
き
こ
ま
れ
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て
い
る
。
画
面
は
盂
蘭
盆
（
目
連
救
母
）
変
相
と
し
て
構
成
さ
れ
、
中
段
の
斎
壇
を
経
て
、
死
者
は
上
段
に
描
か
れ
た
阿
弥
陀
聖
衆

の
來
迎
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

東
ア
ジ
ア
の
死
霊
救
済
儀
礼
に
關
わ
る
三
種
類
の
絵
画
を
、
甘
露
図
を
基
軸
に
考
察
す
る
と
、
何
が
見
え
て
く
る
の
か
、
そ
れ
を

考
え
て
み
た
い
。

西
山　

克
：
東
京
都
江
戸
川
区
生
ま
れ
。
信
州
大
學
と
京
都
大
學
大
學
院
に
お
い
て
歴
史
學
（
日
本
）
を
學
ぶ
。
専
門
は
日
本
中
世
史
。
京
都
敎

育
大
學
、
關
西
學
院
大
學
敎
授
を
経
て
、
現
在
、
京
都
敎
育
大
學
名
譽
敎
授
。
二
〇
〇
一
年
に
東
ア
ジ
ア
恠
異
學
會
を
創
設
。
は
や
く
か
ら
熊
野

観
心
十
界
図
の
絵
解
き
の
再
現
に
取
り
組
み
、
バ
ン
ド
と
共
同
で
絵
解
き
ラ
イ
ブ
を
お
こ
な
う
。
著
書
と
し
て
『
聖
地
の
創
造
力
』『
地
獄
へ
の
招

待
』（
共
著
）、
正
続
『
中
世
ふ
し
ぎ
絵
巻
』
な
ど
。
東
ア
ジ
ア
の
死
者
救
済
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
岩
波
書
店
か
ら
『
熊
野
観
心
十
界
図
と
い
う
誘

惑

─
東
ア
ジ
ア
の
死
者
救
済
儀
礼
を
め
ぐ
る
精
神
史
』
を
刊
行
予
定
（
二
〇
二
四
年
一
月
）。
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参加は無料ですが、必ず受付にお越しください。
辯当を申し込まれた方は、受付でお支払いください。
（釣り銭のいらないように、御協力ください）
協賛書店が、休憩所（1階）付近に出展されます。
Ｈ号館 201 教室（2階）も休憩所として開放します。
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